
煙本日

来賓卓話「財政危機を乗り越える」

留萌市長 高橋 定敏様

煙次週予定

－休 会－

会員誕生日

２月７日 高田 潔

２月１０日 松村 孝二

ご夫人誕生日

２月１１日 笠原 弘子

２月１３日 高田美保子

焔 ２００９年国際交流新年会が２月６日（金）午後
６時３０分より産業会館にて開催されます。私
が出席してまいります。

１）１月２２日ＲＩ日本事務局へ人頭分担金及び
下期一般地区資金、特別地区資金、ポリオプ
ラス募金を送金いたしました。
２）ロータリー米山記念奨学会より確定申告用
領収書を受領しました。寄付をいただいた方
へ本日配付いたします。
３）砂川ＲＣより２月例会のおしらせを受領し
ました。

ゲスト
北海道留萌支庁長 西田 俊夫様

会員研修委員会 田中会員
「ロータリー米山記念奨学会」
留萌ロータリークラブの会員皆様から、前
期・後期で一人４，０００円の普通寄付を年会費から
いただいております。また昨年１０月の米山月間
では、３５万円もの特別寄付のご協力をいただき
ました。５，０００円以上の特別寄付をされた２５名
の方には１月末日までに、認定証の写しが付い
た申告用領収証を、留萌ロータリークラブ宛に
送付されて来ます。
１２月までの寄付金は、前年同期と比べて
８．４３％増、約７，３８０万円増加となりました。普
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通寄付金が０．０１％減、普通寄付金は寄付行為に
定められているように、全ロータリアンからク
ラブを通じて定期的にいただくご寄付です。特
別寄付金が１１．３８％増と大幅な増加へと転じま
した。これは、米山記念奨学会始まって以来と
なる１億円もの大口寄付をいただいたためです。
昨年１２月半ば、名古屋名東ＲＣ会員の坂本精志
氏より１億円のご寄付がありました。経営する
ホシザキ電機株式会社（本社：愛知県豊明市）の
上場にあたり、坂本会員は株の売却益の一部を
日頃から関心を寄せる団体に寄付。その一つに
米山奨学会を選びました。坂本会員はこれまで
米山奨学生のカウンセラーを二度務められたほ
か、博士課程に進学した学友を援助するなど、
外国人留学生の支援に熱心に取り組んでこられ
ました。創業者であり、ロータリアンであった
父（故人）も、出身地の島根で進学困難な学生を
支援していたことや、ご自身もロータリアンと
して、勉学に勤しむ外国人留学生と関わる体験
を得て、米山記念奨学事業への関心を深めたと
言います。「米山は、経費も最小限に抑えてい
るし、多くの人がボランティアで熱心に事業を
行っている。また、資金を投機に回さず、地道
に使っていることも好ましい。上場を機に、お
すそ分けの気持ちで寄付しました」と坂本会員。
本来は匿名で寄付したいと、今回も含めてこれ
まで表彰品はすべて辞退されていますが、「後
に続く人が出てほしい」との気持ちから、今回
「ハイライトよねやま１０７号」の記事となりまし
た。

・・順調に進んでおります １２月のガバナー月信
に写真が載りました 齋藤会長
・・麻雀大会に優勝しました 武井会員
・・麻雀大会準優勝 中川さんもっと強くなって
ください 森（俊）会員
・・麻雀大会１位です 串橋会員

前 回 ５０２，５００円
今 回 ７，０００円
累 計 ５０９，５００円

「留萌の元気づくり」

北海道留萌支庁長 西田 俊夫様
本日は留萌ロータリークラブの例会にお招き
いただき、誠にありがとうございます。
聞く所によると、約半世紀の歴史と伝統があ
るクラブとのことで、大変光栄に存じます。皆
様には日頃より様々な分野で社会奉仕活動にご
尽力されており、この機会に改めて深く敬意を
表し、感謝申し上げます。特に、皆様の活動理
念として職業奉仕の観点から企業倫理を大変大
切にされていると聞いており、色々な機会に子
供達や若い方々に「職業観」や「倫理観」につ
いて説いておられる事は、若者が将来に希望を
持ちづらい時代だけに、とても大切な事であり
がたい事だと思っております。本日お話させて
いただくことも、地域に有為な人材を育てる人
づくりという事がメインとなりますのでよろし
くお願いします。
私は道職員になって以来、道内各地を転々と
勤務してまいりました。帯広を振り出しに、こ
れまで根室、室蘭、美唄、旭川、その間に東京
と、留萌で７ヶ所目となります。すべて初めて
住む地域でありました。むかし若い頃、先輩か
ら地方へ転勤する際に、よく聞かされた言葉が
ありました。「道職員の心得」みたいなもので、
「三つに惚れろ」・「三惚れ」という言葉です。
つまり、一つに仕事に惚れろ。二つに地域に惚
れろ。三つ目に人に惚れろです。私は若い頃か
ら今でも変わらず、この言葉を大切にしており
ます。中でも三つ目の「人に惚れろ」で、地域
の人に惚れないと、良い仕事が出来ないという
事であります。どの地域にも必ず意欲的な方が
おります。そうした人に惚れて、一緒に良い仕
事をするというのが、道職員のおもしろさであ
り、やり甲斐でもあります。私は昨年４月に留
萌に参りましたが、それまでお付き合いのあっ
た方は高橋留萌市長と石塚道議だけでした。し
かし今、こちらに来て色々な人に出会い、惚れ
て、お互いに共感し合い、今仕事をさせていた
だいております。
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もう一つ「人」というキーワードで大切なこ
とがあり、私の好きな言葉で「天の時は地の利
に如かず。地の利は人の和に如かず。」という
中国の諺があります。ご存知の通り、孟子の言
葉です。色々な解釈があるかもしれませんが、
私は「事を成すときは、人の和が最も大事であ
る」と思っております。「人の和」、釈迦に説法
のような話になりますが、強いリーダーの下で、
目標を共有して皆で知恵を出し合い、人材を結
集して物事を成し遂げる。これは皆さんの会社
も役所も、あらゆる組織に通じる事ですが、地
域にも当てはまると思います。地域はこれから
どう生きていくのか、地域としてどう持続的な
発展を図っていくのか。どんなに困難があろう
とも、地域の人の和によって他力本願ではなく、
自力で乗り越えていかなければならないと思っ
ております。北海道全体もそうですが、留萌も
今まさに何十年に一回の踏ん張りどころだと思
います。留萌の歴史を振り返ると、大先輩の皆
さん方は困難や壁を「人の和」によって一つひ
とつ乗り越えて、産業や街の基盤を発展させて
きたのだと思います。留萌港の整備やニシン漁
から水産加工への転換。大水害の克服などがあ
りました。従って、これから重要な事は「これ
からの留萌をどうするのか」地域戦略を皆で共
有し、「人の和」、気持ちを一つにして行動・実
行することだと思います。
今北海道が生き残る道としての究極のテーマ
は、技術力と人材力の蓄積だと思います。食の
ポテンシャルを生かすと言う事。つまり、技術
開発と人づくり、この二つが北海道の究極の
テーマだと思っております。今、食の安全で話
題になっておりますが、北海道が、日本の中で、
また世界で戦える強みといえば、唯一安心安全
で豊富な量の食糧です。ですから北海道の強み
である食のポテンシャルを活かした技術開発と、
人づくりが北海道の大戦略になるのではないか
と思います。
さて、これからは本題の留萌の元気づくり、
その戦略について考えてみたいと思います。私
は、まず産業戦略を一番大切にしたいと思って
おります。産業をしっかりしたものにする事に

よって、雇用が生まれ、そこに住み続けること
が出来るという循環が可能になるからです。す
なわち、民間中心の経済活動を活発にすること
で、あえて言うならば「公務員のまち」からは
新たな付加価値は生まれませんし、人は魅力に
感じません。よそから人を呼び込む事も出来な
いでしょう。目指すところは、時間はかかるけ
ど新しい産業起こしです。失敗を恐れずに、新
しいアイデアで一つひとつ起業化にチャレンジ
していく事だと思います。今、国や道ではこう
したチャレンジを後押しする仕組みやファンド
を十分に用意しておりますので、あとは地域の
やる気です。
そこで私は、一つの切り口として「健康」の
産業化と言う事を提案したいと思います。留萌
の「食」は、北海道の中でもとりわけ多様性に
富んだ優れたものであることは、誰でも認めて
いることであります。その食の生産を担ってい
る農業や水産業といった一次産業、そして加工
産業の大きな蓄積があります。さらには、食と
観光を結びつけようという取り組みも、民を中
心にきわめて盛んになっています。それらを活
かして、さらに地域資源に新しい付加価値を付
けることが出来ないか、という挑戦であります。
留萌の「ものづくり」の方向として、関連する
サービス産業も含め、目指すべき方向は「健康
科学産業」をこの地に興していくことが出来な
きか、と言う事を色々な機会に申し上げており
ます。この地域には科学的に評価したい、宝の
ような魅力的な食材がたくさんあります。例え
ば、留萌管内産のお米（低タンパクと食味は全
国金賞）です。数の子、えびもあります。つま
り「健康科学産業」とは、科学技術の力を用い
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て地域の素材や食材にさらなる付加価値を付け
てブランド力をアップさせる、より機能性を高
めた食品づくり、さらには医薬品や化粧品の原
料なども含め、新しい産業として育てていこう
と言うものであります。そして「ものづくり」
に限らず、サービス産業の分野においても、例
えば観光に健康という要素をくっ付けると、ヘ
ルスツーリズムという新たなビジネスが生まれ
る可能性が広がります。留萌の食材をきちっと
科学的に評価し、しっかりとしたエビデンスを
もとに、健康維持に不可欠な食品を市場に提供
する、あるいはそれに関連する産業、ヘルス
ツーリズムなどをクラスターのように創り上げ
ていくという戦略です。そういう意味で、今、
準備が進められている「留萌コホートピア構想」
は間違いなくその呼び水となり、大きなビジネ
スチャンスが広がると確信しています。
ここでもう少しアングルを広げて街づくり戦
略をお話します。街全体のデザインを考えると
「三本の矢」ではありませんが、三つの駅が支
え合う街として考えています。一つには情報の
駅。二つ目には健康の駅。三つ目には食の駅で
す。情報の駅で言えば、皆様は情報の発信が大
切である事は十分承知していると思います。こ
れは既に「ＦＭもえる」が担っています。最近
ではインターネット上に「るもいＦａｎ」がス
タートして、全国に向けて大きな発進力になっ
ています。次に健康の駅では、コホート研究と
絡め、私どもの支庁の旧萌明荘を活用した健康
拠点づくりをこの春からスタートしたいと言う
事で市役所が計画しています。道としても全面
的に支援して参ります。そして食の駅では、Ｊ
Ｃなどの若手のまちづくりの皆さんが提案され
ており、臨海地区とか駅裏あたりに食と観光を
切り口にした人を呼び込むためのハード、ソフ
トの仕掛けを創るという構想があると聞いてお
ります。私は大変すばらしいと思っております
が、これらは別々のものの、バラバラではなく
相互に補完しあうようにイメージすると、とて
もわかりやすいと思います。まさに三つの駅が
相互に支え合うまちづくり。留萌ならではの魅
力的な戦略ではないかと思います。この三つの

駅がまさに企業と市場をつなぎ、生産者と消費
者をつなぎ、あるいは市民と観光客をつなぐ、
港と商店街をつなぐ結束点の役割を果たすので
はないかと思います。大いに期待し、出来るだ
け応援したいと思います。
いずれにしましても、留萌にはどの地域にも
負けないような人的資源も含めて、多彩な資源
があります。それを生かすのも殺すのも地域。
座してジリ貧になるか、「人の和」によって再生
できるか、今が正念場ではないでしょうか。支
庁再編の問題もありますけれど、振興局になっ
てもこの地域のために役に立つ仕事をするとい
う、私どもの役割と使命にいささかも変わりは
ありません。支庁職員はこの地域に生かされて
いる市民の一人として、今後とも留萌の元気づ
くりのために努力して参ります。
最後に、支庁の取り組みについて少しお話し
をさせていただきます。資料をお持ちしました
ので、目を通していただければわかると思いま
すが、一つ目が地域重点プロジェクトです。こ
れは道北あるいは留萌の地域で九つのプロジェ
クトに取り組んでおります。大まかな計画が出
来ましたので、今後本格的に具体化させてまい
ります。二つ目に支庁が独自の予算を持って取
り組む「地域政策推進事業」についてです。後々
地域自らやっていただけるような、呼び水的な
事業です。（タコ箱オーナー制度等）２１年度には
５つの事業に取り組むべく準備をしています。
三つ目ですが、資料はありませんが、今後支庁
の庁舎を市民皆様に一層利用していただこうと
いうものです。道民の財産でもありますので大
いに活用していただこうという趣旨で、業務の
邪魔にならない限り、かつ販売行為は除いて
オープンな形でお使いいただいて結構です。こ
れまでもやっておりますが、駐車場でのイベン
ト、ホールや講堂でのミニコンサート、各種展
示、発表会など土日も含めてお気軽にご相談い
ただきたいと思います。結婚式の会場としても
思い出に残る演出が出来ると思います。以上Ｐ
Ｒもさせて頂きましたが、この辺でお話を閉じ
たいと思います。本日はありがとうございまし
た。
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